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�．諸言

卵は可食部１００g中にタンパク質１２．３g，脂

質１０．３gを含み１），栄養価の高い食品である。

卵の中の脂質はトリグリセリド６５．０％，リン

脂質２８．３％，コレステロール５．２％，１％の

コレステロールエステルおよび微量のカロチ

ノイドから成り，そのほとんどが卵黄中にタ

ンパク質と結合して LDLの形で存在してい

る２）。LDLは，卵黄を超遠心することにより

上澄みであるプラズマ画分に，リベチンとと

もに含まれて分離される３）。

田名部らは，一般的な家禽の食用卵である

ニワトリとアヒルの卵の卵黄中のタンパク質

量と脂質量を比較し，ニワトリの卵の卵黄は

アヒルに比べてタンパク質量に違いは見られ

ないが，脂質量については有意に低いことを

明らかにしている４）。さらに，田名部らは，

同じ種の中でも系種が異なる，ニワトリの

ロードアイランドレッド種と東天紅種，アヒ

ルのカーキキャンベル種とペキン種の卵黄中

の脂質について調べ，系種によって脂質含量

が異なる４）ことについても報告している。ま

た，同一飼料と環境条件で飼育した場合，地

鶏である名古屋コーチンの卵の卵黄中の脂質

は白色レグホーンに比べて多くなる５）ことも

報告されている。

このように，種や系種が異なると卵の脂質

含量が異なことが明らかとなっている。そこ

で，本研究では，卵黄中の脂質の中でも，リ

ン脂質の８４．０％を占め６）大豆などに比べても

その含量が多い物質であるホスファチジルコ

リン含量を鶏種が異なる鶏が産卵した卵につ

いて比較することとした。

ホスファチジルコリンは神経伝達物質であ

るアセチルコリンの前駆体であり，アルツハ

イマー型の痴呆症患者に，卵黄リン脂質を投

与することにより改善効果が認められてい

る７）ことからも注目されている。このような

ことから，鶏種の違いによって脂質含量に違

いがあることは明らかとなっているが，脂質

の中のホスファチジルコリン含量に違いがみ

られるかどうかについて調べることとした。

試料としては，一般的な鶏である白色レグ
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ホーンと地鶏である伊勢地鶏，また，烏骨鶏

の卵を用いた。烏骨鶏卵は江戸時代からとく

に滋養があると記されており，１９９４年に栄養

士として働いている女性を対象にして行った

意識調査でも烏骨鶏の卵は他鶏種の卵より栄

養価が高いと多く人が考えているという結果

となっている８）。このように健康ブームで注

目されているため，烏骨鶏の卵についても分

析を行った。

�．実験方法

１．試料

Table．１に示した飼料を８０週令烏骨鶏，８４

週齢伊勢地鶏，７２週齢白色レグホーンに３５日

間摂取させ，産卵した卵を試料とした。卵は

いずれも産卵３日以内のものを用いた。

割卵後，卵黄のみを分取し，卵黄に付着し

ている卵白を濾紙で取り除いた後，卵黄膜を

破り卵黄を採取した。採取した卵黄は凍結乾

燥を行い粉末にしたものを実験に用いた。

２．卵黄からのリン脂質の抽出

ホルヒ法９）を用いて粉末卵黄から脂質の抽

出を行った。

得られた抽出液は，ロータリーエバポレー

ターを用いて４０℃で減圧濃縮し，クロロホル

ムを加え１０mlに定容した。

３．ホスファチジルコリン濃度

卵黄からの脂質の抽出液をクロロホルムに

てさらに２０倍に希釈したものを高速液体クロ

マトグラフィーによるホスファチジルコリン

含量の測定に供した。

卵黄からの脂質の抽出液２０µlを試料とし，

カラムは FinePak SIL―５（２５０×４．６mmI.D，

日本分光社製）を用い，移動相は CH３CN／CH３

OH／１０％H３PO４溶液（流速１．０ml／min），送液

ポンプは日本分光 PU―１５７０，検出器は UV―

１５８０（波長２１０nm）で分析を行った。標準物

質として，レシチン（和光純薬（株），卵製，

含量１．０８％）についても同様の条件で分析し，

検量線を作成した。ホスファチジルコリンの

ピークはレシチン濃度を変化させて分析を行

い，濃度とピーク感度の相関が高かった R.

T．３２～３４分のピークをホスファチジルコリ

ンのピークとした。

４．脂質濃度

粉末卵黄を用いて，ソックスレー法により

脂質濃度の測定を行った。

�．結果および考察

検量線から求めた各種卵の卵黄中のホス

ファチジルコリン濃度を Fig．１に示した。

ホスファチジルコリン濃度は烏骨鶏が２５．７５

mg／g，伊勢地鶏が１０．５３mg／g，白色レグホー

ンは７．４１mg／gであった。白色レグホーンと

比較して，伊勢地鶏の卵黄中のホスファチジ

三種混合
（とうもろこし，大豆，魚粉）

ルーサンミール
（乾燥クローバー）

グルテンミール
（とうもろこし胚芽）

蛎ガラ

海草

ＴＢＫミックス
（酵素・ミネラル・ビタミン補給）

パプリカ

粉砕塩

リン酸カルシウム

ガーリック

とうがらし

活性炭

ゴトウＥ＆Ｄ
（有機酸および繊維分解酵素）

Table．１ 飼料組成



（伊藤敬恵，山中なつみ，小川宣子）
異なる鶏種の鶏が産卵した卵の卵黄中のホスファチジルコリン含量の比較

１７― ―

ルコリン濃度は１．４倍，烏骨鶏の卵黄中のホ

スファチジルコリン濃度では，３．５倍多いと

いう結果となった。

今回用いた烏骨鶏，伊勢地鶏，白色レグホー

ンの卵の卵黄の大きさはそれぞれ，１３．９３g，

１２．６９g，１５．１１gであり，伊勢地鶏の卵黄が

一番小さく，白色レグホーンの卵黄が一番大

きかった。このように，鶏種の違いによって

卵黄重量に違いが見られたことから，卵１個

あたりのホスファチジルコリン量は異なると

考えられる。そこで，ホスファチジルコリン

濃度を卵１個あたりに含まれるホスファチジ

ルコリン含量に換算すると，烏骨鶏が３５８．８

mg，伊勢地鶏が１３３．６mg，白色レグホーン

は１１１．８mgであった。以上のことから，烏

骨鶏は卵１個あたりのホスファチジル含量が

高いことがわかった。

同一飼料と環境条件で飼育した場合，地鶏

である名古屋コーチンの卵の卵黄中の脂質は

白色レグホーンに比べて多くなる５）ことが明

らかにされている。そこで，鶏種によるホス

ファチジルコリン含量の違いは，卵黄脂質含

量の違いによるものかを調べるために，卵黄

中の脂質濃度を測定し，その結果を Fig．２

に示した。各種卵の卵黄中の脂質濃度は，烏

骨鶏が２４．２５％，伊勢地鶏が２８．９５％，白色レ

グホーンは２７．５０％であった。このことから，

脂質１g中のホスファチジルコリン濃度は烏

骨鶏が１１．７６％，伊勢地鶏が３．６４％，白色レ

グホーンは２．６９％となり，烏骨鶏は脂質量が

多いのではなく，脂質中のホスファチジルコ

リン濃度が高いことが示された。

卵黄の成分は卵巣において血清中から取り

込まれ，高産卵率を維持している採卵鶏は，

１日あたり約６gの脂質を卵に分泌する１０）。

採卵専用品種が年間３００個程度産卵するのに

対し烏骨鳥は年間５０～８０個程度１１）であり烏骨

鶏の産卵率は極めて少ない。このようなこと

から，烏骨鶏は産卵率が低いために，同じ地

鶏である伊勢地鶏や白色レグホーンと比べて

卵黄中のホスファチジルコリン量が多くなっ

たのではないかと推測できた。

鶏種の違いによって脂質含量が異なること

について，田名部らは LDLにおいて脂質と

結合している構成タンパク質に違いがあると

考えポリアクリルアミドグラジエントディス

クゲル電気泳動法を用いて家禽の卵の卵黄を

比較した結果，脂質含量が少ないと LDLお

よびリベチン域のタンパク質のバンドが薄く

なっていた４）ことを報告している。つまり，

脂質含量の違いは LDLおよびリベチンの構

成タンパク質に違いがあるためだと考えられ

Fig．２ 各種卵における卵黄中の脂質濃度
Fig．１ 各種卵における卵黄中のホスファチジル

コリン濃度
・値は５回測定の平均値を示す。

・異なるアルファベットの間には危険率１％

以下の確率で有意差があることを示す。
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た。ホスファチジルコリン濃度は脂質量とは

比例しなかったが，脂質量が減少すると LDL

のアポタンパク質濃度が薄くなるように，ホ

スファチジルコリン含量が異なると同様に

LDLの構成タンパク質の組成が異なるので

はないかと考えられる。鶏種の違いによって

LDLの構成タンパク質やホスファチジコリ

ンなどの組成に違いがみられることは，LDL

リポタンパク質に多く含まれるコレステロー

ル含量にも違いがあるという可能性に繋が

る。そこで，鶏種によるホスファチジルコリ

ン濃度の違いについても，今後電気泳動を行

い，LDL域の構成タンパク質の泳動像の違

いによる構成タンパク質の分子量の差異およ

び分子量について検討する必要があると考え

られる。

今回の測定結果から，ホスファチジルコリ

ンの含量には，鶏種による差異が見られ，卵

からホスファチジルコリンを摂取するには，

白色レグホーンや伊勢地鶏より烏骨鶏の産卵

した卵の方が効率的であると考えられた。

�．要約

鶏種が異なる鶏が産卵した卵の卵黄中のホ

スファチジルコリン含量について検討した。

卵１個あたりに含まれる脂質量は，烏骨鶏

が３５８．８mg，伊勢地鶏が１３３．６mg，白色レグ

ホーンは１１１．８mgであった。烏骨鶏は卵１

個あたりのホスファチジル含量が高いことが

わかった。

ホスファチジルコリン含量の違いが脂質量

によるものかを調べたところ，脂質１g中に

含まれるホスファチジルコリン濃度は烏骨鶏

が１１．７６％，伊勢地鶏が３．６４％，白色レグホー

ンは２．６９％となり，烏骨鶏は脂質量が多いの

ではなく，脂質中のホスファチジルコリン濃

度が高いと考えられた。

これらのことから，烏骨鶏の卵はホスファ

チジルコリンの摂取に効果的であることが示

唆された。
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